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Unified Managerデータベースディレクトリにディ
スク容量を追加する

Active IQ Unified Manager のデータベースディレクトリへの
ディスク容量の追加

ONTAPシステムから収集された健全性とパフォーマンスのデータは、すべてUnified

Managerデータベース ディレクトリに格納されます。状況によっては、データベース デ
ィレクトリのサイズの拡張が必要になることがあります。

たとえば、Unified Managerで多数のクラスタからデータを収集している場合、各クラスタに大量のノードが
あると、データベース ディレクトリがいっぱいになることがあります。データベース ディレクトリの容量
の95%に達すると警告イベントが生成され、95%に達すると重大イベントが生成されます。

ディレクトリの容量の95%に達すると、クラスタからデータが収集されなくなります。

データ ディレクトリの容量を追加する手順は、Unified ManagerをVMware ESXiサーバ、Red Hat Linuxサー
バ、Microsoft Windowsサーバのいずれで実行しているかによって異なります。

Active IQ Unified Manager の VMware 仮想マシンのデータデ
ィスクに空き容量を追加する

Unified Managerデータベースのデータ ディスクのスペースを増やす必要がある場合は、
インストール後にUnified Managerメンテナンス コンソールを使用して容量を追加できま
す。

開始する前に

• vSphere Clientへのアクセス権が必要です。

• 仮想マシンにスナップショットがローカルに格納されていない必要があります。

• メンテナンス ユーザのクレデンシャルが必要です。

仮想ディスクのサイズを拡張する前に仮想マシンをバックアップすることを推奨します。

手順

1. vSphereクライアントで、Unified Manager仮想マシンを選択し、データにディスク容量を追加します

disk 3。詳細については、VMwareのドキュメントを参照してください。

まれに、Unified Manager環境のデータ ディスクに「ハードディスク3」ではなく「ハードディスク2」が
使用されていることがあります。その場合は、大きい方のディスクのスペースを増やしてください。デー
タ ディスクのスペースは、常に他のディスクより大きくなります。

2. vSphere クライアントで、Unified Manager 仮想マシンを選択し、「コンソール」タブを選択します。

3. コンソール ウィンドウ内をクリックし、ユーザ名とパスワードを使用してメンテナンス コンソールにロ
グインします。
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4. *メインメニュー*で、*システム設定*オプションの番号を入力してください。

5. *システム構成メニュー*で、*データディスクサイズの増加*オプションの番号を入力します。

Active IQ Unified Manager の Linux ホストのデータディレク
トリにスペースを追加する

Linux ホストを最初にセットアップして Unified Manager をインストールした際
に、Unified Manager をサポートするための `/opt/netapp/data`ディレクトリに割り当て
たディスク容量が不足していた場合は、インストール後に `/opt/netapp/data`ディレクト
リのディスク容量を増やすことでディスク容量を追加できます。

開始する前に

Unified ManagerがインストールされているRed Hat Enterprise Linuxマシンへのrootユーザ アクセスが必要で
す。

データ ディレクトリのサイズを拡張する前にUnified Managerデータベースをバックアップすることを推奨し
ます。

手順

1. ディスク スペースを追加するLinuxマシンにrootユーザとしてログインします。

2. Unified Manager サービスと関連する MySQL ソフトウェアを、以下の順序で停止します： systemctl

stop ocieau ocie mysqld

3. 一時的なバックアップフォルダ（例： /backup-data）を作成します。現在の `/opt/netapp/data`ディレ
クトリ内のデータを格納するのに十分なディスク容量を確保してください。

4. 既存の `/opt/netapp/data`ディレクトリのコンテンツと権限構成を、バックアップデータディレクトリにコ
ピーします：

cp -arp /opt/netapp/data/* /backup-data

5. SE Linuxが有効になっている場合は、次の手順を実行します。

a. 既存の `/opt/netapp/data`フォルダのフォルダの SE Linux タイプを取得します：

se_type=`ls -Z /opt/netapp/data| awk '{print $4}'| awk -F: '{print $3}'|

head -1

次のような情報が返されます。

echo $se_type

mysqld_db_t

a. chcon コマンドを実行して、バックアップディレクトリのSE Linuxタイプを設定します：

chcon -R --type=mysqld_db_t /backup-data

6. `/opt/netapp/data`ディレクトリの内容を削除します：
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a. cd /opt/netapp/data

b. rm -rf *

7. `/opt/netapp/data`ディレクトリのサイズを、LVMコマンドを使用するか、ディスクを追加することで、最
低150 GBまで拡張します。

ディスクから `/opt/netapp/data`を作成した場合は、 `/opt/netapp/data`をNFSまたはCIFS共
有としてマウントしないでください。この場合、ディスク領域を拡張しようとすると、
`resize`や `extend`などの一部のLVMコマンドが期待どおりに動作しない可能性があるため
です。

8. `/opt/netapp/data`ディレクトリの所有者（mysql）とグループ（root）が変更されていないことを確認しま
す：

ls -ltr /opt/netapp/ | grep data

次のような情報が返されます。

drwxr-xr-x.  17 mysql root  4096 Aug 28 13:08 data

9. SE Linux が有効になっている場合は、 `/opt/netapp/data`ディレクトリのコンテキストがまだ
mysqld_db_t に設定されていることを確認してください。

a. touch /opt/netapp/data/abc

b. ls -Z /opt/netapp/data/abc

次のような情報が返されます。

-rw-r--r--. root root unconfined_u:object_r:mysqld_db_t:s0

/opt/netapp/data/abc

10. ファイルを削除して abc、この不要なファイルが将来データベースエラーを引き起こさないようにしま
す。

11. 内容を `backup-data`から展開した `/opt/netapp/data`ディレクトリにコピーします：

cp -arp /backup-data/* /opt/netapp/data/

12. SE Linuxが有効になっている場合は、次のコマンドを実行します。

chcon -R --type=mysqld_db_t /opt/netapp/data

13. MySQLサービスを開始します。

systemctl start mysqld

14. MySQLサービスが開始されたら、ocieサービスとocieauサービスを次の順序で開始します。
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systemctl start ocie ocieau

15. すべてのサービスが起動したら、バックアップフォルダを削除します /backup-data：

rm -rf /backup-data

Active IQ Unified Manager でMicrosoft Windowsサーバーの
論理ドライブに空き容量を追加する

Unified Managerデータベースのディスク スペースを増やす必要がある場合は、Unified

Managerがインストールされている論理ドライブに容量を追加できます。

開始する前に

Windowsの管理者権限が必要です。

ディスク スペースを追加する前にUnified Managerデータベースをバックアップすることを推奨します。

手順

1. ディスク スペースを追加するWindowsサーバに管理者としてログインします。

2. スペースを追加する方法に応じて、該当する手順を実行します。

オプション 説明

物理サーバで、Unified Managerサーバがインスト
ールされている論理ドライブに容量を追加する。

Microsoftの次のトピックの手順に従います。

"Extend a Basic Volume"

物理サーバで、ハード ディスク ドライブを追加す
る。

Microsoftの次のトピックの手順に従います。

"Adding Hard Disk Drives"

仮想マシンで、ディスク パーティションのサイズ
を拡張する。

VMwareの次のトピックの手順に従います。

"Increasing the size of a disk partition"
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